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植

木

朝

子

め
て

ゆ
ん
で

菊
池
寛
は
、
昭
和
十
年
に
刊
行
さ
れ
た
随
筆
『
話
の
芥
箱
』
の
中
で
、
熊
本
で
聴
い
た
「
豪
傑
節
」
に
触
れ
、「
右
に
血
刀
左
に
た
づ

ゆ
た
か

ク

ル

ス

な

馬
上
豊
に
美
少
年
」
の
一
句
を
気
に
入
っ
て
、「
右
に
血
刀
左
に
十
字
架

馬
上
豊
に
美
少
年
」、「
右
に
血
刀
胸
に
は
十
字
架

馬

上
豊
に
美
少
年
」
と
改
作
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
天
草
四
郎
時
貞
を
念
頭
に
置
い
て
の
改
作
で
あ
り
、「
こ
れ
は
原
作
よ
り
は
数
等

秀
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
か
ら
、
熊
本
の
豪
傑
節
も
、
僕
の
改
作
を
用
ゐ
て
く
れ
れ
ば
い
ゝ
」
と
ま
で
記
し
て
い
る
（
引
用
は
『
菊
池
寛
全

集
』
第
二
十
四
巻
〈
高
松
市
菊
池
寛
記
念
館

一
九
九
五
年
〉）。
以
前
、
菊
池
寛
と
歌
謡
の
関
わ
り
を
考
え
た
折
、
菊
池
に
は
、
歌
謡
の

典
拠
を
さ
ほ
ど
尊
重
せ
ず
、
自
由
奔
放
に
改
変
し
て
記
す
傾
向
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
（『
中
世
小
歌

愛
の
諸
相
』
第
蠡
部
第
１
章

〈
森
話
社

二
〇
〇
四
年
〉）
が
、
菊
池
の
好
ん
だ
「
豪
傑
節
」
そ
の
も
の
に
も
、
詞
章
の
追
加
創
作
を
含
め
様
々
な
問
題
が
あ
る
。
本
稿

で
は
、
こ
の
豪
傑
節
の
詞
章
に
つ
い
て
問
題
点
を
整
理
し
、
成
立
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
。

熊
本
に
は
「
田
原
坂
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
民
謡
も
あ
り
、「
豪
傑
節
」
と
「
田
原
坂
」
は
、
ど
ち
ら
も
七
七
七
五
の
都
々
逸
形
式
を
持

つ
歌
詞
を
連
ね
た
も
の
で
、
資
料
に
よ
っ
て
、
同
じ
歌
詞
を
「
豪
傑
節
」
と
し
て
収
録
す
る
場
合
と
「
田
原
坂
」
と
し
て
収
録
す
る
場
合

が
あ
る
。
最
近
の
も
の
で
は
『
日
本
の
民
謡

西
日
本
編
』（
長
田
暁
二
・
千
藤
幸
蔵
編

現
代
教
養
文
庫

一
九
九
八
年
）
の
楽
譜
や
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二
〇
〇
〇
年
四
月
五
日
発
売
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
「
熊
本
の
民
謡
」（
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
）
な
ど
に
よ
り
、
豪
傑
節
と
田
原
坂
と
の
旋
律

の
違
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
熊
本
日
日
新
聞
平
成
七
年
十
二
月
八
日
付
夕
刊
「
雨
は
降
る
降
る

民
謡
田
原
坂
さ
ん
ぽ
４
豪
傑
節

も
う
一
つ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
に
は
、

民
謡
「
田
原
坂
」
は
昔
か
ら
熊
本
の
芸
者
衆
が
歌
う
も
の
と
「
豪
傑
節
」
と
二
種
類
の
節
で
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。「
豪
傑
節
」
は

も
と
も
と
鹿
児
島
民
謡
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
熊
本
音
楽
短
大
の
出
田
敬
三
副
学
長
に
よ
れ
ば
、「
前
者
は
比
較
的
明
る
い
メ
ロ
デ

ィ
ー
で
、
後
者
は
短
調
で
荘
重
。
い
ず
れ
も
日
本
古
来
の
ヨ
ナ
抜
き
音
階
（
フ
ァ
と
シ
を
使
わ
な
い
）
の
旋
律
で
す
。
ど
ち
ら
か
戸

惑
う
方
も
多
い
よ
う
で
す
ね
。

と
見
え
る
。
今
、
旋
律
に
つ
い
て
論
じ
る
用
意
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
歌
詞
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
以
下
、
問
題
に
す
る
民
謡

を
、
一
部
資
料
で
は
「
豪
傑
節
」
と
す
る
も
の
も
含
め
て
、
主
に
「
田
原
坂
」
の
名
称
で
呼
び
、「
田
原
坂
」「
豪
傑
節
」
両
者
を
合
わ
せ

て
考
察
の
対
象
と
す
る
。

な
お
、
第
二
節
以
降
で
は
、
新
聞
の
引
用
が
多
く
な
る
の
で
、
最
初
に
確
認
し
て
お
く
と
、
現
在
の
熊
本
日
日
新
聞
は
、
九
州
日
日
新

聞
と
九
州
新
聞
が
合
併
し
た
も
の
で
、
昭
和
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
熊
本
日
日
新
聞
と
し
て
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
総
ル
ビ
の
資
料

の
引
用
に
お
い
て
は
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
残
し
、
後
の
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

一
「
田
原
坂
」
の
歌
詞

二
〇
〇
〇
年
四
月
五
日
発
売
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
「
熊
本
の
民
謡
」
よ
り
、「
豪
傑
節
」
と
「
田
原
坂
」
の
歌
詞
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
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る
。
番
号
は
私
に
付
し
た
。

〈
田
原
坂
〉

漓
雨
は
降
る
降
る

人
馬
は
ぬ
れ
る

越
す
に
越
さ
れ
ぬ

田
原
坂

滷
心
濡
ら
す
な

虫
の
音
し
ぐ
れ

こ
こ
は
田
原
の

古
戦
場

澆
退
く
に
退
か
れ
ぬ

田
原
の
嶮
は

男
涙
の

小
夜
あ
ら
し

潺
田
原
坂
な
ら

昔
が
恋
し

男
同
士
の

夢
の
跡

潸
春
は
桜
よ

秋
な
ら
紅
葉

夢
も
田
原
の

草
ま
く
ら

〈
豪
傑
節
〉

漓
雨
は
降
る
降
る

人
馬
は
ぬ
れ
る

越
す
に
越
さ
れ
ぬ

田
原
坂

め

て

ゆ
ん
で

澁
右
手
に
血
刀

左
手
に
手
綱

馬
上
ゆ
た
か
な

美
少
年

澀
せ
く
な
さ
わ
ぐ
な

天
下
の
事
は

し
ば
し
美
人
の

ひ
ざ
ま
く
ら

潯
草
を
し
と
ね
に

夢
や
い
づ
こ

秋
の
み
空
に

陽
が
登
る

潛
西
郷
隆
盛

話
せ
る
男

国
の
為
な
ら

死
ね
と
い
う
た

当
該
資
料
に
よ
れ
ば
、「
田
原
坂
」
と
「
豪
傑
節
」
は
一
番
を
共
通
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
各
五
番
ま
で
の
歌
詞
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
歌
詞
を
基
準
に
し
て
、
以
下
、
い
く
つ
か
の
資
料
か
ら
歌
詞
を
掲
げ
る
。
同
じ
歌
詞
の
場
合
、
番
号
を
統
一
し
、
二
度
目
以
降
は
第
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一
句
目
の
み
を
記
し
た
。
異
同
の
あ
る
も
の
は
そ
の
箇
所
を
示
し
た
。
眈
以
外
の
資
料
に
記
さ
れ
る
も
の
は
す
べ
て
「
田
原
坂
」
の
歌
詞

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

資
料
番
号

歌

詞

盧

漓
（「
人
馬
」
を
「
陣
羽
」
と
す
る
）

澁
右
手
に
血
刀
…
…

濳
山
に
屍

川
に
血
流
る

肥
薩
の
天
地

秋
さ
び
し

潯
後
半
部
分
（
明
け
の
み
空
に

日
の
御
旗
）

潭
な
い
て
く
れ
る
な

か
わ
い
の
駒
よ

今
宵
し
の
ぶ
は

恋
で
な
し

澂
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら

桜
の
下
よ

死
な
ば
屍
に

花
が
散
る

潺
田
原
坂
な
ら
…
…

潸
春
は
桜
よ
…
…

潼
お
れ
の
父
っ
ち
ゃ
ん

位
が
ご
ざ
る

な
ん
の
位
か

酒
く
ら
い

盪蘯

漓
雨
は
降
る
降
る
…
…

澁
右
手
に
血
刀
…
…

濳
山
に
屍
…
…

潯
後
半
部
分
（
明
け
の
み
空
に

日
の
御
旗
）

潭
な
い
て
く
れ
る
な
…
…

お

い
く
さ

潘
泣
く
な
我
が
妻

勇
め
よ
男
の
子

戦
に
立
つ
は

今
な
る
ぞ

澂
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
…
…

潺
田
原
坂
な
ら
…
…

潸
春
は
桜
よ
…
…

澆
退
く
に
退
か
れ
ぬ
…
…
（
盪
に
は
な
し
）

盻

漓
雨
は
降
る
降
る
…
…

澁
右
手
に
血
刀
…
…

濳
山
に
屍
…
…

潯
後
半
部
分
（
暁
の
み
空
に

日
の
御
旗
）
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潭
第
二
句
（
い
と
し
の
駒
よ
）

澎
一
の
城
と
り

二
の
城
お
と
し

あ
と
は
御
旗
の

風
に
散
る

眈

漓
雨
は
降
る
降
る
…
…

澁
右
手
に
血
刀
…
…

濳
山
に
屍
…
…

潯
後
半
部
分
（
明
け
の
御
空
に

日
の
御
旗
）

潘
泣
く
な
我
が
妻
…
…

澂
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
…
…

潺
田
原
坂
な
ら
…
…

潸
春
は
桜
よ
…
…

眇

田
原
坂

豪
傑
節

漓
雨
は
降
る
降
る
…
…

澁
右
手
に
血
刀
…
…

潺
田
原
坂
な
ら
…
…

澎
（
一
の
城
と
り
ゃ

二
の
城
落
ち
る
）

澆
退
く
に
退
か
れ
ぬ
…
…

滷
心
濡
ら
す
な
…
…

潸
春
は
桜
よ
…
…

潭
第
二
句
（
い
と
し
の
駒
よ
）

濳
山
に
屍
…
…

潯
後
半
部
分
（
明
け
の
御
空
に

日
の
御
旗
）

漓
雨
は
降
る
降
る
…
…

澁
右
手
に
血
刀
…
…

潺
田
原
坂
な
ら
…
…

潛
西
郷
隆
盛
…
…

澀
せ
く
な
さ
わ
ぐ
な
…
…

澑
西
郷
隆
盛

上
野
の
山
で

花
の
吹
雪
に

濡
れ
て
立
つ

潘
泣
く
な
我
が
妻
…
…

澂
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
…
…

眄

漓
雨
は
降
る
降
る
…
…

澁
右
手
に
血
刀
…
…

濳
山
に
屍
…
…

潭
第
二
句
（
い
と
し
の
駒
よ
）

潘
泣
く
な
我
が
妻
…
…

澂
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
…
…
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以
上
の
盧
〜
眄
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
合
わ
せ
た
八
種
の
資
料
の
す
べ
て
に
見
え
る
歌
詞
は
、

漓
雨
は
降
る
降
る
…
…

澁
右
手
に
血
刀
…
…

の
二
首
、
八
種
の
資
料
中
、
七
種
に
ま
で
見
え
る
歌
詞
は
、

潯
草
を
し
と
ね
に
…
…

濳
山
に
屍
…
…

の
二
首
で
あ
る
。

二
「
田
原
坂
」
の
成
立

『
日
本
民
謡
大
観

九
州
篇
（
南
部
）・
北
海
道
篇
』（
日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
八
〇
年
）
に
は
次
の
よ
う
な
解
説
が
あ
る
。

（
注
）
書
名
欄
の
番
号
は
以
下
の
も
の
に
対
応
す
る
。

盧
服
部
龍
太
郎
『
日
本
民
謡
集
』
現
代
教
養
文
庫

一
九
五
九
年

盪
熊
本
の
風
土
と
こ
こ
ろ
編
集
委
員
会
『
熊
本
の
民
謡
』
熊
本
日
日
新
聞
社

一
九
七
八
年

蘯『
日
本
民
謡
大
観

九
州
篇
（
南
部
）
北
海
道
篇
』
日
本
放
送
出
版
協
会

一
九
八
〇
年

盻
植
木
町
史
編
纂
委
員
会
『
植
木
町
史
』
植
木
町

一
九
八
一
年

眈
毎
日
新
聞
学
芸
部
編
『
民
謡
風
土
記
』
時
事
通
信
社

一
九
八
二
年

眇
長
田
暁
二
・
千
藤
幸
蔵
編
『
日
本
の
民
謡

西
日
本
編
』
現
代
教
養
文
庫

一
九
九
八
年

眄
仲
井
浩
二
郎
『
口
訳

日
本
民
謡
集
』
蒼
洋
社

一
九
九
九
年

熊
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田
原
坂

熊
本
市

○
雨
は
降
る
降
る
人
馬
は
濡
れ
て

越
す
に
越
さ
れ
ぬ
田
原
坂

田
原
坂
の
ハ
ル
は
古
語
で
平
地
の
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
は
熊
本
市
の
北
十
粁
ほ
ど
の
小
高
い
丘
で
、
一
体
は
蜜
柑
畑
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
鹿
本
郡
植
木
町
田
原
で
明
治
十
年
二
月
西
南
戦
争
最
大
の
激
戦
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
田
原
坂
は
木
ノ
葉
（
玉
名

郡
玉
東
町
）
か
ら
植
木
へ
抜
け
る
坂
で
、
こ
こ
は
南
の
金
峰
山
山
地
と
、
北
の
国
見
山
、
木
葉
山
の
山
地
が
低
山
な
が
ら
西
の
玉
名

平
野
と
の
間
を
通
っ
て
、
熊
本
平
野
へ
の
西
の
入
口
と
な
っ
て
い
る
要
衝
の
地
で
あ
る
。
熊
本
城
を
囲
み
つ
つ
尚
北
上
す
る
薩
軍

と
、
救
援
に
南
下
す
る
官
軍
と
が
こ
の
隘
路
で
激
突
し
た
。
何
日
に
も
わ
た
る
白
兵
戦
の
末
、
薩
軍
は
敗
退
し
た
が
、
こ
の
戦
闘
で

官
軍
の
死
傷
者
は
三
千
人
、
薩
軍
二
千
人
、
弾
丸
は
一
日
に
二
十
五
万
発
か
ら
四
十
万
発
と
い
う
か
ら
当
時
と
い
わ
ず
大
変
な
戦
い

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

賊
軍
と
な
っ
た
薩
軍
の
死
者
の
供
養
は
公
式
に
行
わ
れ
な
い
ま
ま
年
が
過
ぎ
た
が
、
明
治
三
十
七
、
八
年
の
日
露
戦
争
に
あ
た

り
、
挙
国
一
致
の
時
勢
を
期
し
て
、
熊
本
日
日
新
聞
社
が
、
田
原
坂
戦
没
者
追
悼
の
た
め
と
し
て
、
本
音
は
薩
軍
戦
死
者
供
養
の
た

め
に
「
田
原
坂
」
と
い
う
唄
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。

歌
詞
は
当
時
人
気
の
あ
っ
た
紙
上
懸
賞
募
集
の
方
法
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
応
募
者
に
は
詩
人
あ
り
、
学
生
あ
り
、
中
で
も
多
か
っ

た
の
が
、
日
清
、
日
露
戦
の
傷
病
兵
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
応
募
歌
詞
に
新
聞
社
の
入
江
某
が
数
点
を
加
え
、
今
日
の
形
に
と
と

の
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も

○
雨
は
降
る
降
る
陣
羽
は
濡
る
る

こ
こ
は
古
戦
場
田
原
坂

と
い
う
歌
詞
は
そ
れ
以
前
か
ら
あ
り
、
こ
れ
は
明
治
二
十
二
年
秋
、
田
原
坂
の
古
戦
場
を
た
ず
ね
た
か
つ
て
の
薩
軍
の
一
人
で
あ
る

―９１―
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中
学
教
師
の
岡
本
源
次
が
、
往
時
を
思
っ
て
泣
き
な
が
ら
作
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
懸
賞
募
集
の
折
に

○
雨
は
降
る
降
る
人
馬
は
濡
れ
る

越
す
に
越
さ
れ
ぬ
田
原
坂

○
右
手
に
血
刀
左
手
に
手
綱

馬
上
ゆ
た
か
な
美
少
年

○
山
に
屍
河
に
血
流
る

肥
薩
の
天
地
秋
さ
び
し

○
草
を
褥
に
夢
や
い
ず
こ

明
け
の
み
空
に
日
の
御
旗

の
四
首
は
入
江
某
が
作
る
。
そ
し
て
以
下
の

○
泣
い
て
く
れ
る
な
可
愛
の
駒
よ

今
宵
忍
ぶ
は
恋
で
な
し

○
泣
く
な
我
が
妻
勇
め
よ
男
の
子

戦
に
立
つ
は
今
な
る
ぞ

○
ど
う
せ
死
ぬ
な
ら
桜
の
下
よ

死
な
ば
屍
に
花
が
散
る

○
田
原
坂
な
ら
昔
が
恋
し

男
同
志
の
夢
の
跡

○
春
は
桜
よ
秋
な
ら
紅
葉

夢
の
田
原
の
草
枕

○
退
く
に
退
か
れ
ぬ
田
原
の
嶮
は

男
涙
の
小
夜
嵐

な
ど
は
そ
の
応
募
作
で
あ
る
。

こ
れ
に
曲
を
つ
け
た
の
は
、
当
時
熊
本
の
大
和
検
番
に
い
た
芸
者
留
吉
だ
と
い
う
。
た
だ
こ
の
曲
は
ま
っ
た
く
の
創
作
で
は
な

く
、
何
か
土
台
に
な
る
曲
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
不
明
で
あ
る
。
今
日
熊
本
人
は
、
こ
の
唄
を
会
津
の
白
虎
隊
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
で

謡
っ
て
い
る
。

『
日
本
民
謡
大
観
』
は
、
民
謡
研
究
に
お
け
る
偉
大
な
仕
事
で
あ
り
、
こ
の
記
述
が
詳
細
な
た
め
か
、
こ
の
後
の
民
謡
辞
典
の
類
は
み

熊
本
民
謡
「
田
原
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」
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な
当
該
記
事
を
引
き
、
そ
れ
が
広
く
浸
透
し
て
い
る
が
、
確
証
は
な
い
。

『
日
本
民
謡
大
観
』
以
前
に
も
、
例
え
ば
第
一
節
で
引
用
し
た
書
・
服
部
龍
太
郎
『
日
本
民
謡
集
』（
現
代
教
養
文
庫

一
九
五
九
年
）
に

は
「
こ
の
曲
が
で
き
た
由
来
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
十
七
年
日
露
戦
争
が
勃
発
し
た
と
き
、
同
時
の
武
ば
っ
た
気
勢
を
あ
げ
る
た
め
に
、

九
州
日
日
新
聞
の
記
者
が
作
詞
し
、
熊
本
の
留
吉
と
い
う
芸
妓
が
ふ
し
を
つ
け
た
と
い
う
説
が
あ
る
」
と
の
簡
略
な
言
及
が
あ
る
。

さ
て
、『
日
本
民
謡
大
観
』
の
記
述
の
う
ち
、
明
ら
か
に
間
違
い
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
「
泣
い
て
く
れ
る
な
可
愛
の
駒
よ

今
宵

忍
ぶ
は
恋
で
な
し
」
の
一
首
の
成
立
に
つ
い
て
で
、
当
該
歌
は
第
三
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、「
万
朝
報
」
の
「
俚
謡
正
調
」
欄
の
当
選
作

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
作
曲
者
と
さ
れ
る
「
当
時
熊
本
の
大
和
検
番
に
い
た
芸
者
留
吉
」
と
い
う
表
現
に
も
矛
盾
が
あ
る
。
昭
和
九
年
十
月

五
日
付
九
州
日
日
新
聞
に
「
熊
本
市
に
い
よ
�
�
大
和
検
番
誕
生

集
る
美
型
八
十
余
名
」
と
題
す
る
記
事
が
見
え
、
明
治
三
十
七
、
八

年
当
時
、「
大
和
検
番
」
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
留
吉
は
大
和
検
番
の
芸
妓
で
、
例
え
ば
昭
和
十
年
三
月
二
十
四
日
付
九

州
日
日
新
聞
に
は
新
興
熊
本
大
博
覧
会
の
演
芸
館
に
お
け
る
大
和
検
番
の
催
し
物
の
番
組
が
載
る
が
、
そ
の
中
に
「
清
元

四
季
三
葉

草
」「
長
唄

大
薩
摩
」
の
唄
の
担
当
と
し
て
、
ま
た
「
常
磐
津

幾
菊
蝶
初
音
道
行
」
の
三
味
線
の
担
当
と
し
て
名
が
見
え
る
。
ま
た
、

昭
和
十
年
二
月
五
日
付
九
州
日
日
新
聞
ラ
ジ
オ
欄
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、「
田
原
坂
」
の
歌
い
手
と
し
て
留
吉
の
名
が
見
え
て
い
る
。

け
ふ
の
プ
ロ
か
ら

新
民
謡

午
後
八
時
半

大
和
検
番

唄

真
弥
・
留
吉

三
味
線

お
し
ん
・
照
代

伴
奏

Ｋ
・
Ｂ
・
Ｂ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

―９３―
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○
肥
後
五
十
四
万
石

（
詞
章
省
略
）

○
田
原
坂

一
、
雨
は
降
る
�
�
人
馬
は
ぬ
れ
る

越
す
に
越
さ
れ
ぬ
田
原
坂

二
、
右
手
に
血
刀
左
手
に
生
首

馬
上
ゆ
た
か
に
美
少
年

三
、
山
に
屍
川
に
血
流
る

肥
薩
の
天
地
秋
淋
し

四
、
草
を
し
と
ね
に
夢
や
何
処

明
け
の
御
空
は
日
の
御
旗

○
東
雲
節（

詞
章
省
略
）

○
火
の
国
小
唄

（
詞
章
省
略
）

な
お
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
右
手
に
血
刀
左
手
に
生
首

馬
上
ゆ
た
か
に
美
少
年
」
の
歌
詞
で
、
普
通
「
左
手
に
手
綱
」
と

歌
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
、「
生
首
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
十
一
月
二
十
四
日
付
熊
本
日
日
新
聞
夕

刊
「
雨
は
降
る
降
る

民
謡
田
原
坂
さ
ん
ぽ
２

左
手
に
生
首
�
最
古
�
の
レ
コ
ー
ド
発
見
」
に
記
述
が
あ
る
。
昭
和
五
、
六
年
に
録
音

さ
れ
た
と
い
う
現
存
最
古
の
「
田
原
坂
」
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
（
歌
・
留
吉

三
味
線
・
朝
菊

日
東
レ
コ
ー
ド
）
の
歌
詞
が
「
左
手
に
生

首
」
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
、
レ
コ
ー
ド
の
所
蔵
者
大
矢
野
明
氏
の
「
推
理
」
と
し
て
「
酒
席
で
歌
う
に
し
て
は
あ
ま
り
気
味
の
よ
く
な
い

�
生
首
�
は
、�
手
綱
�
に
改
め
ら
れ
て
い
っ
た
」
と
す
る
。
さ
ら
に
「
ベ
テ
ラ
ン
芸
者
の
あ
や
子
さ
ん
（
六
二
）＝

熊
本
市＝

」
の
「
証

熊
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言
」
を
紹
介
し
て
「「
確
か
に
�
生
首
�
の
歌
詞
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
証
言
し
た
。「
あ
た
し
た
ち
が
お
座
敷
で
歌
う
の
は
も

ち
ろ
ん
�
左
手
に
手
綱
�
で
す
け
ど
、
年
取
っ
た
お
客
さ
ん
が
座
興
で
歌
い
な
は
る
と
き
に
、�
生
首
�
と
言
わ
れ
て
い
た
。
大
水
害
の

後
の
こ
ろ
」
と
い
う
か
ら
、
昭
和
三
十
年
前
後
だ
ろ
う
。」
と
す
る
。

昭
和
十
年
と
い
え
ば
、
菊
池
寛
が
「
豪
傑
節
」
を
聴
い
た
こ
と
を
『
話
の
芥
箱
』
に
記
し
た
年
だ
が
、
菊
池
の
記
述
は
「
手
綱
」
に
な

っ
て
お
り
、
一
方
、
同
じ
年
の
ラ
ジ
オ
で
は
「
生
首
」
と
歌
わ
れ
て
い
た
の
で
、
両
者
は
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

状
態
は
先
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
昭
和
三
十
年
前
後
ま
で
は
続
い
て
い
た
ら
し
い
。
菊
池
の
改
変
（「
左
手
に
十
字
架
」「
胸
に
は
十
字

架
」）
も
、
ち
ょ
う
ど
歌
詞
に
二
種
類
あ
る
部
分
に
施
さ
れ
て
お
り
、
偶
然
で
は
あ
ろ
う
が
、
一
首
の
う
ち
、
こ
の
第
二
句
目
は
歌
い
替

え
を
行
い
や
す
い
箇
所
で
あ
っ
た
と
は
言
え
よ
う
か
。

『
日
本
民
謡
大
観
』
の
説
を
確
認
す
る
た
め
に
、
九
州
日
日
新
聞
の
明
治
三
十
六
年
〜
四
十
年
ま
で
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
回
し
た

と
こ
ろ
で
は
、
該
当
す
る
記
事
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
明
治
三
十
七
年
二
月
の
開
戦
以
来
、「
征
露
軍
歌
」「
征
露
の

歌
」「
遼
陽
祝
勝
の
歌
」「
艦
隊
歌
」
と
い
っ
た
戦
意
高
揚
の
た
め
の
歌
謡
や
、
戦
死
者
追
悼
の
歌
謡
が
紙
上
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
明
治
三
十
七
年
八
月
二
十
九
日
に
は
旅
順
陥
落
祝
歌
を
一
般
募
集
す
る
旨
の
社
告
が
載
り
、
旅
順
開
城
を
受
け
て
、
明
治
三
十
八
年

一
月
二
十
八
日
に
「
旅
順
陥
落
軍
歌
」
と
し
て
選
ば
れ
た
一
作
品
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
る
と
、
紙
上
懸
賞
募

集
に
よ
る
方
法
は
い
か
に
も
あ
り
そ
う
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
（
戦
争
中
も
、
毎
月
、
狂
句
・
狂
歌
・
雑
俳
・
和
歌
・
小
品
文
な
ど
の
懸
賞

募
集
が
行
わ
れ
て
い
る
）。『
日
本
民
謡
大
観
』
の
記
述
は
何
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
か
、
定
か
で
は
な
い
が
、
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
も

の
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
紙
上
懸
賞
募
集
の
時
期
に
つ
い
て
錯
誤
が
あ
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
は
問
題
を
後
に
残
し
て
お

く
。

―９５―
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三
「
田
原
坂
」
の
歌
詞
│
│
「
万
朝
報
」
と
の
関
わ
り
│
│

第
一
節
で
も
参
照
し
た
参
考
文
献
・
植
木
町
史
編
纂
委
員
会
『
植
木
町
史
』（
植
木
町

一
九
八
一
年
）
に
は
、「
田
原
坂
」
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

西
南
の
役
は
明
治
十
年
二
月
二
十
二
日
に
起
り
、
明
治
十
年
九
月
二
十
四
日
に
終
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
最
激
戦
の
地
が
田
原
坂

の
戦
い
で
あ
っ
た
。

「
雨
は
降
る
降
る

人
馬
は
ぬ
れ
る

越
す
に
越
さ
れ
ぬ
田
原
坂
」
の
郷
土
民
謡
は
当
時
の
激
戦
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
出
さ
せ

る
。こ

の
歌
の
起
り
は
、
当
時
薩
軍
に
味
方
し
た
熊
本
隊
の
士
族
岡
本
源
次
が
戦
後
済
々
黌
の
教
師
と
な
り
生
徒
を
連
れ
て
田
原
坂
に

遠
足
し
、
古
戦
場
を
偲
び
、

「
雨
は
降
る
降
る

人
馬
は
ぬ
れ
る

こ
こ
が
古
戦
場
の
田
原
坂
」

と
歌
っ
た
の
が
も
と
う
た
だ
と
口
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
替
歌
が
次
々
と
生
れ
、

「
右
手
に
血
刀

左
手
に
手
綱

馬
上
ゆ
た
か
に
美
少
年
」

「
山
に
屍

川
に
血
流
る

肥
薩
の
天
地

秋
さ
び
し
」

「
草
を
し
と
ね
に
夢
や
い
づ
こ

暁
の
み
空
に

日
の
御
旗
」

等
の
歌
詞
が
歌
い
継
が
れ
て
き
た
。
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そ
の
後
、
明
治
三
十
七
、
八
年
の
日
露
戦
争
の
こ
ろ
、
黒
岩
涙
香
が
経
営
し
た
万
朝
報
と
い
う
新
聞
に
入
選
し
た
の
が
、
負
傷
帰

休
兵
黒
岩
三
平
の

「
啼
い
て
く
れ
る
な

い
と
し
の
駒
よ

今
宵
忍
ぶ
は
恋
で
な
し
」
で
あ
り
、

同
時
に
入
選
し
た
の
が
「
笑
歌
坊
」
な
る
人
の
作

「
一
の
城
と
り

二
の
城
お
と
し

あ
と
は
御
旗
の
風
に
散
る
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
十
年
前
後
、
当
時
の
九
州
日
々
新
聞
（
現
熊
本
日
々
新
聞
）
の
「
新
作
田
原
坂
」
の
公
募
に
当
選
し
た
の
が
、

「
山
本
松
夫
」
作
の

「
追
う
て
追
わ
れ
て

討
た
れ
て
討
っ
て

雨
も
血
と
な
る
田
原
坂
」
で
あ
る
。

こ
う
や
っ
て
一
連
の
民
謡
田
原
坂
が
郷
土
民
謡
と
し
て
歌
い
つ
が
れ
て
来
た
と
い
う
。

古
老
の
口
承
と
民
謡
研
究
家
山
口
白
陽
氏
の
御
教
示
に
よ
る
も
の
で
、
文
献
に
徴
す
る
も
さ
だ
か
で
な
い
。
そ
れ
が
ま
た
民
謡
の

宿
命
で
も
あ
ろ
う
か
。（
高
木
盛
義
）

岡
本
源
次
の
こ
と
は
『
日
本
民
謡
大
観
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
根
拠
は
定
か
で
な
く
、
該
当
す
る
記
録
は
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

し
か
し
、「
万
朝
報
」
の
こ
と
と
、
最
後
の
「
新
作
田
原
坂
」
の
こ
と
は
新
聞
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
回
す
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。「
新
作
田
原
坂
」
に
つ
い
て
は
第
四
節
で
考
察
す
る
こ
と
と
し
て
、
以
下
「
万
朝
報
」
の
「
俚
謡
正
調
」
欄
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。

『
植
木
町
史
』
が
指
摘
す
る
通
り
、「
啼
い
て
く
れ
る
な
…
…
」
と
「
一
の
城
と
り
…
…
」
の
二
首
は
「
万
朝
報
」
の
「
俚
謡
正
調
」
欄

当
選
作
で
あ
る
。
明
治
三
十
七
年
十
一
月
二
十
八
日
付
「
万
朝
報
」
に
次
の
よ
う
な
募
集
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

―９７―
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正
調
の
俚
謡
を
募
る

昔
よ
り
日
本
に
三
大
詩
形
あ
り
、
其
一
は
五
七
五
七
七
の
三
十
一
文
字
式
な
り
之
を
和
歌
と
云
ふ
、
其
二
は
五
七
五
の
十
七
文
字

式
な
り
、
之
を
俳
句
と
云
ふ
、
其
三
は
七
七
七
五
の
二
十
六
字
式
な
り
、
之
を
関
東
に
て
は
「
ド
ヾ
一
」
と
云
ひ
関
西
に
て
は
「
ヨ

シ
此
」
と
云
ふ
、
猶
ほ
各
地
各
様
の
称
呼
あ
る
べ
し
、
其
の
何
の
意
た
る
を
知
ら
ざ
る
も
、
要
す
る
に
日
本
に
固
有
な
る
、
且
最
も

普
及
せ
る
俚
謡
な
り

右
の
う
ち
三
十
一
文
字
式
と
十
七
文
字
式
と
は
上
下
一
般
に
行
は
る
れ
ど
、
独
り
二
十
六
字
式
に
至
り
て
は
士
君
子
之
を
顧
み

ず
、
我
が
朝
報
の
如
き
も
夙
に
通
俗
文
芸
に
相
当
の
地
歩
を
得
せ
し
め
ん
が
為
に
和
歌
俳
句
よ
り
下
り
て
狂
歌
、
狂
句
、
謎
々
、
語

呂
合
せ
を
ま
で
募
集
し
て
発
表
せ
る
も
独
り
「
ド
ヾ
一
」
の
み
は
斥
け
来
れ
り
、
朝
報
発
足
以
来
四
千
余
号
に
及
び
一
回
も
ド
ヾ
一

な
る
者
を
紙
上
に
掲
げ
ざ
る
は
読
者
の
知
り
て
而
し
て
或
は
怪
み
或
は
激
賞
す
る
所
な
り

何
故
に
「
ド
ヾ
一
」
は
斯
の
如
く
貶
せ
ら
る
ゝ
や
、
他
無
し
、
近
来
其
の
調
の
堕
落
し
て
単
に
遊
女
冶
郎
の
心
意
気
を
述
る
か
、

然
ら
ざ
る
も
卑
猥
取
る
に
足
ら
ざ
る
如
き
に
至
り
た
れ
ば
な
り

然
れ
ど
も
俚
謡
の
本
来
は
斯
の
如
き
者
に
非
ず
、
俚
謡
は
平
民
詩
な
り
、
以
て
民
俗
を
知
る
可
く
、
時
代
と
社
会
と
の
風
尚
を
察

す
可
し
、
孔
子
の
選
し
た
る
詩
三
百
、
経
典
と
し
て
三
千
載
に
垂
る
ゝ
も
実
は
当
時
の
俚
謡
の
み
、
吁
、
ド
ヾ
一
は
俚
謡
の
末
に
し

て
俚
謡
を
汚
辱
す
る
も
の
か

近
く
我
が
潮
来
節
に
至
る
も
猶
ほ
聞
く
可
き
も
の
あ
り
、
其
以
前
は
和
歌
の
優
美
と
俳
句
の
簡
雅
と
の
外
に
大
和
民
族
の
勇
邁
な

る
気
風
よ
り
出
で
ゝ
或
は
天
地
の
美
を
詠
じ
、
或
は
人
情
の
妙
を
謳
ひ
、
聞
く
者
を
し
て
一
唱
三
嘆
せ
し
む
る
も
有
り
き
、
今
に
し

て
之
を
俚
謡
本
来
の
正
調
に
復
ら
し
む
る
は
、
縦
し
風
教
を
益
す
る
ほ
ど
の
力
無
し
と
す
る
も
、
必
ず
し
も
無
用
の
事
に
あ
ら
じ

熊
本
民
謡
「
田
原
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」
小
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俚
謡
は
和
歌
に
も
俳
句
に
も
優
る
点
な
き
に
非
ず
「
ウ
タ
」
と
云
ふ
者
の
本
来
は
、
発
声
し
て
「
ウ
タ
フ
」
に
在
り
、
俳
句
は
短

く
し
て
謡
ふ
に
便
な
ら
ず
、
和
歌
は
特
別
の
作
曲
を
要
す
（「
君
が
代
」
の
如
く
）
独
り
俚
謡
は
各
地
到
る
所
に
古
来
謡
ひ
来
れ
る

種
々
の
曲
あ
り
、
得
る
に
随
ひ
て
如
何
や
う
に
も
謡
ふ
可
き
な
り
、
是
れ
大
に
「
ウ
タ
」
の
本
旨
を
得
た
る
者
に
非
ず
や

以
上
の
意
味
に
於
て
、
朝
報
は
今
日
よ
り
「
俚
謡
正
調
」
と
題
し
て
二
十
六
字
式
の
「
ウ
タ
」
を
募
り
、
厳
重
に
精
選
し
て
、
真

に
俚
謡
の
正
調
に
叶
へ
る
者
を
紙
上
に
掲
げ
ん
と
す
、
賛
成
の
方
々
は
其
作
歌
を
郵
便
は
が
き
に
認
め
「
俚
謡
正
調
選
者
」
に
宛

て
ゝ
贈
ら
れ
よ
、
精
選
の
結
果
紙
上
に
掲
ぐ
可
し
と
認
む
る
者
あ
ら
ば
毎
一
首
に
対
し
金
一
円
の
報
酬
を
贈
る

こ
の
趣
意
書
に
よ
り
応
募
さ
れ
た
二
十
六
文
字
都
々
逸
形
式
の
作
品
は
、
明
治
三
十
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
連
日
掲
載
さ
れ
た
。「
俚

謡
正
調
」
欄
は
お
お
い
に
注
目
さ
れ
、
昭
和
十
五
年
ま
で
（「
万
朝
報
」
は
昭
和
十
五
年
十
月
一
日
を
最
後
に
東
京
毎
夕
新
聞
と
合
併
す

る
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
確
認
で
き
た
最
後
の
「
俚
謡
正
調
」
欄
は
昭
和
十
五
年
八
月
二
十
日
の
も
の
で
あ
っ
た
。
八
月
二
十
日
の

「
俚
謡
正
調
」
欄
に
は
「
投
稿
先

目
黒
・
自
由
ケ
丘
石
井
迷
花
宛
」
と
見
え
、
こ
の
日
が
最
終
と
い
う
認
識
は
撰
者
に
も
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
後
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
）、
三
十
六
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る
。
掲
載
作
品
は
半
年
、

一
年
と
い
っ
た
単
位
で
書
籍
に
ま
と
め
ら
れ
、
出
版
も
さ
れ
た
。
選
者
の
一
人
で
あ
っ
た
湯
朝
竹
山
人
は
、「
万
朝
報
」
か
ら
都
々
逸
が

広
ま
り
、
多
く
の
新
聞
、
雑
誌
で
募
集
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

日
露
戦
役
の
時
分
、
万
朝
報
が
『
俚
謡
正
調
』
を
募
集
し
、
在
来
の
所
謂
都
々
逸
的
劣
調
を
破
棄
し
て
、
大
い
に
正
調
振
り
を
発
揮

し
た
。
そ
れ
よ
り
他
の
新
聞
に
も
和
歌
、
俳
句
等
を
募
集
す
る
と
同
様
に
、
都
々
逸
を
募
集
掲
載
す
る
風
を
生
じ
、
雑
誌
の
中
に
も

亦
こ
れ
を
真
似
て
来
た
も
の
の
あ
る
こ
と
は
、
人
の
知
る
通
り
で
あ
る
。（『
趣
味
の
小
歌
』〈
ア
ル
ス

大
正
九
年
〉
一
四
七
頁
）

さ
て
、
問
題
の
「
啼
い
て
く
れ
る
な
…
…
」
と
「
一
の
城
と
り
…
…
」
の
二
首
で
あ
る
が
、
前
者
は
明
治
三
十
七
年
十
二
月
九
日
付
、
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後
者
は
明
治
三
十
八
年
一
月
二
十
二
日
付
「
万
朝
報
」
に
載
っ
た
も
の
で
、「
俚
謡
正
調
」
欄
掲
載
の
比
較
的
早
い
作
品
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
紙
面
を
引
用
す
る
。

俚
謡
正
調

な

く
れ

か
あ
い

し
の

啼
い
て
呉
る
な
可
愛
の
駒
よ

こ
よ
ひ
忍
ぶ
ハ
恋
ぢ
や
無
い

負
傷
帰
休
兵

三
平

選
者
曰
く
一
騎
夜
に
乗
じ
て
営
を
出
づ
、
忍
び
行
く
先
は
恋
に
非
ず
敵
の
陣
な
り
、
愛
馬
嘶
か
ん
と
欲
し
て
勇
士
立
髪
を
撫
で
ゝ

諭
す
、
偵
察
の
苦
心
思
ふ
可
し
、
此
の
如
き
情
調
双
絶
の
名
句
は
、
実
境
に
臨
む
者
に
非
れ
ば
作
る
能
は
ず

選
外
余
景

あ
な
ず
ま
ゐ

い
き
て
還
ら
ぬ
覚
悟
の
人
は

死
な
ぬ
う
ち
か
ら
穴
住
居

千
葉

松
風
女

（
明
治
三
十
七
年
十
二
月
九
日
）

俚
謡
正
調

入
選
◎
印
に
は
一
円
△
印
に
は
其
四
分
一
を
報
酬
す

み
は
た

◎
一
の
城
と
り
や
二
の
城
落
つ
る

あ
と
ハ
御
旗
の
風
に
散
る

羽
後

笑
歌
坊

り
ょ
じ
ゅ
ん
さ

が

う
ら
じ
ほ
は
る
ぴ
ん

ろ
こ
く

こ
く

選
者
曰
く
最
上
の
行
軍
歌
、
又
曰
く
旅
順
沙
河
一
の
城
に
し
て
浦
鹽
哈
爾
賓
二
の
城
か
、
抑
又
露
国
が
一
の
城
に
し
て
、
○
国

が
二
の
城
か
、
旭
日
旗
の
向
ふ
所
風
靡
せ
ざ
る
は
莫
し
、
愉
快

△
か
ざ
す
火
鉢
の
手
を
引
込
め
て

雪
の
歩
哨
を
思
ひ
遣
る

日
本
橋

山
本

△
吹
け
よ
木
枯
し
揺
げ
よ
木
立

鷲
の
古
巣
の
抜
け
る
程

千
葉

安
四
貞

△
春
日
う
ら
�
�
ウ
ラ
ル
の
山
に

桜
さ
く
の
も
近
い
う
ち

越
後

斧
丸

ろ
し
や

△
露
西
の
夫
婦
の
誓
ひ
を
聞
け
ば

捕
虜
に
な
る
ま
で
離
れ
ま
じ

市
谷

張
武
生
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（
明
治
三
十
八
年
一
月
二
十
二
日
）

「
万
朝
報
」
の
「
俚
謡
正
調
」
欄
に
よ
り
、
こ
の
二
首
の
成
立
期
は
は
っ
き
り
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
い
つ
か
ら
「
田
原
坂
」
と
し
て

歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
依
然
詳
ら
か
で
な
い
。
管
見
で
は
言
及
し
て
い
る
も
の
が
な
い
が
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
興
味
深

い
記
事
が
見
出
さ
れ
た
。
昭
和
十
年
三
月
二
日
付
九
州
日
日
新
聞
で
あ
る
。
こ
の
日
の
新
聞
六
面
に
「�
俚
謡
正
調
�
の
名
吟

日
露
戦

役
当
時
を
偲
ぶ

熊
本
市

大
島
浪
之
助
」
と
し
て
七
段
に
わ
た
る
記
事
が
あ
る
。
冒
頭
に
、

明
治
三
十
七
年
十
一
月
二
十
八
日
、
当
時
帝
都
の
新
聞
界
を
風
靡
し
て
ゐ
た
万
朝
報
は
「
俚
謡
正
調
」
と
題
し
て
二
十
六
文
字
式
の

歌
を
懸
賞
募
集
し
、
選
者
は
黒
石
涙
香
、
賞
金
は
一
円
（
現
今
の
五
円
に
も
比
す
べ
き
か
）
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
時
恰
も
日

露
戦
争
の
真
最
中
な
の
で
戦
争
に
因
ん
だ
名
句
名
吟
尠
か
ら
ず
、
戦
争
美
、
戦
争
苦
、
国
民
の
意
気
、
貞
女
の
覚
悟
、
講
和
に
対
す

る
国
民
の
不
満
、
凱
旋
の
喜
び
な
ど
を
い
と
も
巧
に
表
現
し
た
所
謂
一
種
の
戦
争
文
学
が
生
れ
た
。
そ
の
中
か
ら
三
十
年
後
の
今

日
、
猶
筆
者
の
感
興
を
湧
か
す
も
の
数
十
句
を
選
び
挙
げ
て
当
時
を
偲
び
た
い
と
思
ふ
。

と
あ
り
、
以
下
六
十
八
首
の
紹
介
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
ま
さ
に
「
啼
い
て
く
れ
る
な
…
…
」
と
「
一
の
城
と
り
…
…
」
と
が
含
ま

れ
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
当
該
記
事
が
「
田
原
坂
」
に
「
俚
謡
正
調
」
当
選
作
二
首
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
先
に
も
触
れ
た
が
、「
俚
謡
正
調
」
掲
載
作
品
は
書
籍
の
形
で
も
出
版
さ
れ
て
お
り
、
当
該
二
首
の
掲
載
さ

れ
た
『
俚
謡
正
調

第
一
集
』（
楽
世
社
）
は
明
治
三
十
八
年
に
す
で
に
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
熊
本
の
人
々
へ
強
く
訴
え
る
も
の
と
し

て
、
九
州
日
日
新
聞
の
当
該
記
事
は
看
過
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
も
し
、
こ
れ
以
前
に
、「
啼
い
て
く
れ
る
な
…
…
」
と

「
一
の
城
と
り
…
…
」
と
が
「
田
原
坂
」
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
筆
者
の
何
ら
か
の
言
及
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

大
島
浪
之
助
は
六
十
八
首
の
う
ち
、
七
首
に
つ
い
て
、「
筆
者
曰
く
」
の
形
で
注
や
評
を
加
え
て
い
る
か
ら
、
自
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
一
切
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書
か
な
い
と
い
う
方
針
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
明
治
三
十
七
、
八
年
に
は
成
立
し
て
い
た
歌
詞
を
、
民
謡
「
田
原
坂
」
が

取
り
入
れ
た
の
は
、
昭
和
十
年
以
降
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
第
四
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
昭
和
十
年
前
後
は
「
田
原
坂
」
が
特
に
脚
光

を
浴
び
た
時
期
で
あ
る
こ
と
も
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た

い
。な

お
、
九
州
新
聞
昭
和
十
一
年
十
月
二
十
三
日
二
面
の
「
面
白
課
題
ニ
ュ
ー
ス
拝
聴
」
欄
は
、
読
者
の
質
問
に
答
え
る
形
で
「
啼
い
て

く
れ
る
な
…
…
」
が
「
万
朝
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
掲
載
日
に
は
触
れ
な
い
）。
こ
の
記
事
は
「
田

原
坂
」
の
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

昭
和
二
年
の
籠
城
五
十
年
祭
を
前
に
し
て
新
ら
し
い
田
原
坂
節
を
作
ら
う
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
古
謡
の
よ
き
と
こ
ろ
を
ひ
い
て
現

在
の
歌
曲
を
作
つ
た
、
三
味
線
の
節
付
は
留
吉
姐
さ
ん
が
や
つ
た
、
在
来
の
数
節
で
は
少
な
い
と
い
ふ
の
で
後
の
数
節
は
そ
の
時
先

年
迄
九
州
日
々
新
聞
に
ゐ
た
故
人
の
入
江
白
峰
氏
が
作
り
足
し
た
も
の
で
あ
る
、

「
在
来
の
数
節
」
が
何
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
当
該
記
事
の
冒
頭
に
「
雨
は
降
る
降
る
…
…
」「
啼
い
て
く
れ
る
な
…
…
」「
右
手

に
血
刀
…
…
」
が
引
い
て
あ
り
、
そ
の
後
、
引
用
部
分
ま
で
の
書
き
方
か
ら
す
る
と
、
少
な
く
と
も
こ
の
三
首
は
「
在
来
の
数
節
」
に
あ

た
る
よ
う
で
あ
る
。「
後
の
数
節
」
は
当
然
そ
れ
以
外
の
も
の
で
、
新
聞
記
者
入
江
白
峰
（『
日
本
民
謡
大
観
』
は
「
入
江
某
」
と
し
て
お

り
、「
雨
は
降
る
降
る
…
…
」「
右
手
に
血
刀
…
…
」
を
入
江
作
と
す
る
か
ら
、
当
該
記
事
と
は
齟
齬
が
あ
る
）
の
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
筆
者
や
昭
和
十
一
年
当
時
の
読
者
が
思
い
浮
か
べ
た
の
は
ど
の
歌
詞
で
あ
っ
た
の
か
詳
ら
か
で
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
は
『
日

本
民
謡
大
観
』
が
明
治
三
十
七
、
八
年
ご
ろ
の
こ
と
と
し
て
記
し
て
い
た
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
昭
和
二
年
の
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る

（
た
だ
し
紙
上
懸
賞
応
募
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
）。
確
か
に
昭
和
二
年
十
一
月
二
十
六
、
七
両
日
に
わ
た
っ
て
、
西
南
戦
争
五
十
年

熊
本
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祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
。
両
日
前
後
の
九
州
新
聞
、
九
州
日
日
新
聞
に
は
詳
細
な
記
事
が
載
り
、
催
し
物
と
し
て
武
道
、
相
撲
、
自

転
車
競
争
、
花
火
、
展
覧
会
、
活
動
写
真
、
講
演
会
、
庭
球
、
能
楽
、
演
奏
会
、
熊
本
城
攻
防
演
習
、
駅
伝
、
競
馬
な
ど
の
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
九
州
新
聞
、
九
州
日
日
新
聞
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
回
し
た
限
り
、「
田

原
坂
」
に
つ
い
て
の
記
事
は
見
い
だ
せ
ず
、
先
の
記
事
を
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

四
「
新
田
原
坂
」
│
│
昭
和
十
年
前
後
│
│

第
三
節
に
引
用
し
た
『
植
木
町
史
』
は
、「
昭
和
十
年
前
後
、
当
時
の
九
州
日
々
新
聞
（
現
熊
本
日
々
新
聞
）
の
「
新
作
田
原
坂
」
の

公
募
に
当
選
し
た
「
山
本
松
夫
」
作
の
「
追
う
て
追
わ
れ
て

討
た
れ
て
討
っ
て

雨
も
血
と
な
る
田
原
坂
」」
を
紹
介
し
て
い
た
。「
文

献
に
徴
す
る
も
さ
だ
か
で
な
い
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
九
州
新
聞
（
九
州
日
日
新
聞
で
は
な
い
）
で
確
認
で
き
る
。

昭
和
十
一
年
四
月
十
一
日
付
九
州
新
聞
夕
刊
二
面
に
三
段
抜
き
で
「
民
謡
田
原
坂
節
の
新
歌
詞
募
集
」
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
次
に
引

用
す
る
。民

謡
田
原
坂
節
の
新
歌
詞
募
集

同
感
の
士
の
応
募
を
望
む

我
等
の
郷
土
、
熊
本
が
持
つ
民
謡
の
中
で
「
田
原
坂
節
」
ほ
ど
ロ
ー
カ
ル
カ
ラ
ー
の
豊
か
な
大
衆
的
魅
力
に
富
ん
だ
歌
曲
は
な
い
、

然
る
に
其
歌
詞
に
至
つ
て
は
従
来
歌
ひ
囃
さ
れ
た
「
雨
は
降
る
�
�
」
以
下
五
六
種
の
も
の
が
あ
る
の
み
で
他
に
適
当
な
替
歌
の
生

こ
こ

れ
な
か
つ
た
こ
と
は
森
都
民
謡
界
の
た
め
甚
だ
遺
憾
と
す
所
で
あ
つ
た
、
本
社
茲
に
見
る
所
あ
り
、
左
記
規
定
に
よ
り
之
れ
が
優
秀

―１０３―

熊
本
民
謡
「
田
原
坂
」
小
考



は
え

な
る
歌
詞
を
公
募
し
そ
の
出
来
栄
る
に
よ
つ
て
は
広
く
全
国
的
に
宣
伝
普
及
せ
し
む
る
こ
と
な
つ
た
、
希
く
ば
、
同
感
の
士
奮
つ
て

応
募
あ
ら
ん
こ
と
を

募
集
規
定

△
形
式
、
七
、
七
、
七
、
五
の
俚
謡
調

△
題
材
、
西
南
役
、
菊
池
氏
、
熊
本
城
、
阿
蘇
山
、
球
磨
川
、
肥
後
気
質
等
々
の
全
国
的
に
著
名
な
材
料
を
選
ぶ
こ
と
（
応
募
歌
詞

の
数
は
各
人
の
随
意
と
す
）

△
選
歌
、
本
社
編
輯
局
に
て
厳
選
し
入
選
歌
詞
約
二
十
を
決
定
す

△
締
切
、
四
月
三
十
日

△
発
表
、
五
月
上
旬

△
宛
名
、
投
稿
は
一
題
毎
に
官
製
ハ
ガ
キ
に
明
記
し
本
社
編
輯
局
宛
送
付
の
こ
と
、
但
し
匿
名
に
て
も
可

△
其
他
、
入
選
者
に
は
薄
謝
を
呈
す
、
但
し
応
募
歌
詞
は
返
戻
せ
ず
、
入
選
歌
の
著
作
権
は
本
社
に
帰
す

九
州
新
聞
社

そ
し
て
こ
の
入
選
作
十
五
編
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
同
年
五
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
本
社
募
集
田
原
坂
節
の
新
歌
詞

入
選

の
名
作
十
五
篇

三
千
五
百
の
応
募
歌
か
ら
こ
の
玉
篇

近
く
全
国
に
普
及
徹
底
せ
ん
」
の
見
出
し
で
入
選
歌
詞
十
五
編
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
以
下
、
歌
詞
を
掲
げ
る
（
＊
は
私
に
付
し
た
）。

い

き

な
さ
け

の
ろ
し
だ
い

＊
燃
ゆ
る
火
の
山

お
い
ら
が
阿
蘇
は

意
気
と
情
の

烽
火
台

玉
名
郡
横
島
村

岩
本
一
瓢
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い
さ
を

＊
城
は
焼
け
て
も

清
正
公
の

勲
芳
し

楠
若
葉熊

本
市
出
水
町

小
池
敏
雄

く

ま

吼
ゆ
る
瀬
の
音

球
磨
川
下
り

唄
で
乗
切
る

槍
倒
し

八
代
郡
八
代
町

村
田
芳
郎

じ
ゅ
ん
ち
う

そ
ろ

だ
か

＊
槍
は
千
本

純
忠
菊
池

二
十
四
代
の

揃
ひ
鷹玉

名
郡
横
島
村

岩
本
一
瓢

し
ま

＊
雲
か
山
か
の

天
草
島
に

男
度
胸
の

土
用
浪満

州
新
京

富
岡
生

誉
れ
細
川

流
を
く
ん
で

肥
後
は
武
の
国

文
の
国

東
京
渋
谷

抜
天
生

こ

て

ぎ
ん
な
ん
ぜ
う

し
ゅ
さ
や

小
手
を
か
ざ
し
て

銀
杏
城
を

仰
ぐ
朱
鞘
に

花
吹
雪

熊
本
市

高
橋
桂
舟

追
ふ
て
追
は
れ
て

討
た
れ
て
討
つ
て

雨
も
血
と
な
る

田
原
坂

球
磨
郡
人
吉
町

山
本
松
夫

き
ん
き

ひ
ち
く

錦
旗
進
め
て

肥
筑
の
山
河

散
る
や
菊
池
の

山
桜

熊
本
市
春
竹
町

山
内
忠
次
郎

菊
池
城
山

桜
の
か
す
み

仰
ぐ
御
旗
は

揃
ひ
鷹
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飽
託
郡
清
水
村

橋
本
留
喜

あ
を
く
び

肥
後
に
生
れ
て

青
首
育
ち

腰
に
や
玉
散
る

胴
田
貫

阿
蘇
郡
宮
原
町

森
坂
清
輝

阿
蘇
の
御
神
火

天
ま
で
焦
が
す

昔
な
が
ら
の

火
の
柱

下
益
城
郡
中
山
村

米
田
芳
枝

肥
後
は
火
の
国

阿
蘇
不
知
火
に

意
気
と
情
の

燃
ゆ
る
国

朝
鮮
清
津
図
書
館

森
田
勝
美

よ
こ
ぎ
せ
る

＊
球
磨
の
早
瀬
は

度
胸
で
下
ろ

見
た
か
船
頭
衆

横
煙
管

菊
池
郡
河
原
村

駒
田
真
也

か
じ
か

鮎
の
立
つ
瀬
に

河
鹿
が
鳴
い
て

月
の
球
磨
川

湯
の
け
む
り

縣
本
市
中
坪
井

高
山
龍
太
郎

こ
の
後
、
九
月
二
十
日
に
は
、
金
奴
の
唄
で
ビ
ク
タ
ー
よ
り
レ
コ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
た
。
吹
き
込
ま
れ
た
歌
詞
は
、
上
に
＊
を
付
し
た

五
首
で
あ
っ
た
。
Ｂ
面
に
は
小
野
巡
に
よ
る
「
豪
傑
節
」
が
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
（
昭
和
十
一
年
九
月
十
四
日
付
九
州
新
聞
・「
豪
傑
節
」

の
歌
詞
は
掲
載
さ
れ
ず
）。
さ
ら
に
、
レ
コ
ー
ド
発
売
日
と
同
じ
九
月
二
十
日
に
は
、
大
和
座
に
お
け
る
入
江
舞
踊
新
作
発
表
会
で
入
江

圭
志
の
振
付
で
「
田
原
坂
節
」
新
歌
詞
が
舞
わ
れ
た
（
昭
和
十
一
年
九
月
十
七
日
付
お
よ
び
同
二
十
日
付
九
州
新
聞
）。
こ
の
新
「
田
原

坂
」
は
か
な
り
人
気
を
集
め
た
ら
し
く
、
九
州
新
聞
は
再
び
田
原
坂
節
の
新
歌
詞
を
募
集
す
る
（
同
年
九
月
二
十
六
日
付
）。

『
田
原
坂
』
時
代
来
る
│
│
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郷
土
の
新
歌
詞
を
募
る

高
ら
か
に
歌
へ
郷
土
の
誇
り
を

讃
へ
よ
我
が
町
我
が
村

我
社
が
今
春
懸
賞
募
集
し
た
田
原
坂
節
の
新
歌
詞
を
日
本
ビ
ク
タ
ー
の
新
進
名
歌
手
金
奴
に
よ
つ
て
吹
込
ま
し
た
所
謂
新
小
唄
「
田

原
坂
」
の
レ
コ
ー
ド
は
ビ
ク
タ
ー
本
社
の
意
気
込
物
凄
く
今
や
全
日
本
的
に
臨
時
発
売
さ
れ
た
の
で
非
常
時
日
本
に
ふ
さ
は
し
い
素

朴
豪
快
な
節
調
と
歌
詞
に
よ
り
今
将
に
全
日
本
を
風
靡
し
て
田
原
坂
節
時
代
を
現
出
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
、
我
社
が
こ
れ
こ
そ
は
我
等

の
郷
土
熊
本
が
持
つ
代
表
的
の
民
謡
と
し
て
全
国
的
に
紹
介
宣
伝
す
る
価
値
あ
り
と
確
信
し
て
レ
コ
ー
ド
化
し
た
理
想
が
今
将
に
実

現
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
欣
喜
の
至
り
で
あ
る
、
同
時
に
田
原
坂
節
の
本
場
た
る
我
が
熊
本
に
於
て
は
全
国
的
の
も
の
以
外
に
郷

土
人
士
の
み
に
よ
り
愛
唱
さ
る
べ
き
幾
多
の
地
方
的
郷
土
的
の
歌
詞
を
持
つ
て
も
よ
い
と
思
ふ
、
依
り
て
我
社
は
第
二
段
の
試
み
と

し
て
県
下
の
各
町
村
の
誇
り
を
読
み
込
ん
だ
田
原
坂
節
の
新
歌
詞
を
募
集
し
て
郷
土
人
士
に
献
ぐ
る
こ
と
ゝ
し
た
、
左
記
規
定
熟
覧

の
上
奮
つ
て
応
募
あ
れ

規
定

一
、
町
村
の
誇
り
を
歌
へ
る
も
の
に
し
て
田
原
坂
節
の
調
子
に
合
ふ
七
七
七
五
の
歌
詞

一
、
応
募
歌
詞
は
必
ず
官
製
葉
書
に
認
め
一
枚
に
一
つ
だ
け
記
載
の
こ
と

一
、
入
選
、
本
社
編
輯
局
に
て
町
村
毎
に
一
つ
を
厳
選
す

一
、
賞
、
入
選
者
に
は
本
社
特
製
メ
タ
ル
を
贈
呈
す

一
、
締
切
、
十
月
十
日

一
、
宛
名
、
本
社
企
画
部
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一
、
入
選
発
表
、
十
月
二
十
日

と
こ
ろ
が
、
応
募
状
況
が
悪
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
十
月
二
十
日
は
お
ろ
か
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
回
し
た
と
こ
ろ
で
は
同
年
十
二

月
末
に
至
る
ま
で
、
入
選
作
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。「
町
村
毎
」
と
い
う
の
は
、
範
囲
が
狭
す
ぎ
て
、
歌
謡
と
し
て
共
感
を
得
に
く
い

で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
お
そ
ら
く
こ
の
企
画
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
昭
和
十
年
前
後
が
「「
田
原
坂
」
時
代
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
九
州
新
聞
に
よ
る
懸
賞
募
集
と

そ
の
レ
コ
ー
ド
化
の
他
、
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
昭
和
九
年
十
月
に
は
、「
田
原
坂
」
の
映
画
化
の
企
画
が
持
ち
上
が
り
、
撮
影
が
開
始

さ
れ
た
。
昭
和
九
年
十
月
七
日
付
九
州
日
日
新
聞
に
は
「
大
阿
蘇
の
山
懐
で

第
一
映
画
の
ロ
ケ
イ
シ
ョ
ン

伊
藤
大
輔
氏
の
脚
色
で

俚
謡
│
│
田
原
坂
│
│
愈
よ
映
画
に
」
の
見
出
し
の
記
事
が
出
て
い
る
。
冒
頭
を
引
用
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

明
治
十
年
の
西
南
戦
役
を
テ
ー
マ
に
�
馬
上
豊
か
に
美
少
年
�
の
俚
謡
『
田
原
坂
』
を
生
か
し
、
全
体
の
背
景
を
大
阿
蘇
に
と
つ
た

超
特
作
映
画
を
作
製
し
や
う
と
云
ふ
│
│
先
般
日
活
を
脱
退
結
成
し
た
第
一
映
画
社
の
計
画
に
よ
り
伊
藤
大
輔
氏
の
原
作
、
脚
色
に

成
る「
煙
は
な
び
く
」撮
影
の
た
め
先
発
と
し
て
監
督
犬
塚
稔
、
技
師
吉
田
清
太
郎
、
編
輯
石
本
純
吉
の
三
氏
は
去
る
三
日
来
熊
…
…

（
以
下
略
）
…
…

こ
の
後
、
十
月
二
十
六
、
二
十
七
、
二
十
八
日
に
わ
た
っ
て
、
映
画
「
煙
は
靡
く
」
の
「
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
素
見
記
」
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
主
な
出
演
者
は
中
野
英
治
、
歌
川
絹
枝
、
大
倉
千
代
子
ら
で
あ
っ
た
（
た
だ
し
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
ま
で
同
紙
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
を
回
し
た
限
り
、
映
画
の
完
成
、
封
切
に
関
す
る
記
事
は
見
出
せ
な
か
っ
た
）。

こ
の
よ
う
に
「
田
原
坂
」
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
先
に
引
用
し
た
昭
和
十
一
年
九
月
二
十
六
日
付
九
州
新
聞
に
「
非
常
時
日
本
に
ふ
さ

は
し
い
素
朴
豪
快
な
節
調
と
歌
詞
」
と
あ
る
よ
う
に
、
戦
争
に
向
か
っ
て
軍
備
を
拡
張
し
て
い
く
時
代
に
あ
っ
て
、
西
南
戦
争
を
美
化
し
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て
歌
っ
た
歌
詞
が
も
て
は
や
さ
れ
た
面
が
あ
っ
た
ろ
う
。
昭
和
十
二
年
は
西
南
戦
争
六
十
周
年
に
あ
た
る
時
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
十
一
年

の
う
ち
か
ら
、
九
州
新
聞
、
九
州
日
日
新
聞
に
は
西
南
戦
争
に
関
す
る
様
々
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
田
原
坂
」
と
い
う
一
つ
の
歌
謡
は
、
い
つ
で
も
同
じ
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
注
目
さ
れ
る
時
期
を
持
っ
て
い

た
。
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
な
が
ら
、
時
代
の
要
請
に
よ
っ
て
、
様
々
な
変
容
を
遂
げ
つ
つ
、
歌
い
継
が
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

現
在
の
植
木
町
田
原
坂
資
料
館
で
は
、
田
原
坂
の
戦
い
に
つ
い
て
、
再
現
ビ
デ
オ
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
〇
〇
四
年
二
月
十
三
日

鑑
賞
）。
明
治
十
年
三
月
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
、
田
原
坂
の
激
戦
の
大
半
は
雨
の
中
で
戦
わ
れ
た
。
ラ
シ
ャ
の
軍
服
に
革
の
靴
、
武

器
は
雨
で
も
発
射
で
き
る
ス
ナ
イ
ド
ル
銃
中
心
の
官
軍
に
対
し
、
薩
軍
は
装
備
は
木
綿
に
草
鞋
、
雨
で
は
不
発
の
エ
ン
ピ
ー
ル
銃
が
武
器

の
中
心
で
あ
っ
て
、
雨
に
は
極
度
に
弱
く
、
天
候
に
泣
か
さ
れ
た
と
い
う
。
ビ
デ
オ
で
は
戦
の
再
現
場
面
に
、「
雨
は
降
る
降
る

陣
場

は
濡
れ
る

越
す
に
越
さ
れ
ぬ

田
原
坂
」
の
歌
が
流
れ
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
田
原
坂
三
の
坂
に
集
中
さ
せ
た
陣
地
を
「
陣
場
」
と

し
て
、
雨
の
田
原
坂
の
塹
壕
戦
の
激
し
さ
を
歌
っ
た
と
い
う
解
釈
が
示
さ
れ
る
。
観
客
は
あ
た
か
も
、
明
治
十
年
当
時
、
こ
の
「
田
原

坂
」
の
歌
が
薩
軍
の
間
で
歌
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
る
。
ま
た
、「
右
手
に
血
刀

左
手
に
手
綱

馬
上
ゆ
た
か
な

美
少
年
」

の
「
美
少
年
」
に
つ
い
て
も
、
同
ビ
デ
オ
で
は
当
時
十
五
歳
の
東
野
孝
之
丞
の
名
を
挙
げ
て
い
た
が
、
他
に
も
三
宅
伝
八
郎
（
二
十

歳
）、
村
田
岩
熊
、
高
橋
長
次
（
十
五
歳
）、
高
田
露
（
二
十
四
歳
）
な
ど
、
様
々
な
モ
デ
ル
説
が
あ
る
（『
田
原
坂
の
戦
い
』
植
木
町

二
〇
〇
一
年
）。
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
歌
謡
が
様
々
な
物
語
を
付
加
さ
れ
て
い
く
様
相
も
見
受
け
ら
れ
、「
田
原
坂
」
は
生
き
た
歌
謡
の

持
つ
力
を
示
す
も
の
と
し
て
、
興
味
深
い
問
題
を
多
く
含
ん
で
い
る
と
い
え
よ
う
。
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五

お
わ
り
に

以
上
、
民
謡
「
田
原
坂
」
の
歌
詞
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
成
立
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
が
多
い
が
、
従
来
の
説
の
う
ち
、
明
ら
か

な
誤
り
に
つ
い
て
は
、
多
少
の
訂
正
を
施
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
「
万
朝
報
」
入
選
作
に
つ
い
て
は
そ
の
発
表
年
次
を
確
認
し
、
九
州

日
日
新
聞
で
の
紹
介
記
事
を
指
摘
し
た
。
現
在
歌
わ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
歌
詞
が
同
時
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
時
間
差
を
も
っ
て

歌
い
出
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
レ
コ
ー
ド
資
料
の
活
用
や
、
範
囲
を
広
げ
た
新
聞
調
査
な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
こ

と
も
あ
ろ
う
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。

〔
付
記
〕
田
原
坂
現
地
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
植
木
町
役
場
、
観
光
協
会
の
関
係
各
位
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
特
に
植
木
町
役
場
商

工
観
光
課
課
長
角
田
義
照
氏
、
植
木
町
観
光
協
会
事
務
局
霍
川
和
代
氏
の
御
厚
意
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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